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1. 概要

本資料は，再処理施設の第１回設工認申請のうち，以下に示す添付書類

の落雷の影響を考慮する施設の選定を補足説明するものである。 

 再処理施設 添付書類「Ⅵ－１－１－１－６－１ 落雷への配慮に関

する基本方針」

 再処理施設 添付書類「Ⅵ－１－１－１－６－２ 落雷の影響を考慮

する施設の選定」

本資料では，落雷の影響を考慮する施設の選定の考え方と，その考え方

に基づいて選定した結果について，補足説明するものである。 

なお，本資料で示す落雷の影響を考慮する施設の選定の考え方について

は，再処理施設の後次回の設工認申請において対象となる施設に対しても

適用するものである。 

2. 落雷の影響を考慮する施設の選定について

2.1 直撃雷の影響を考慮する施設の選定 

直撃雷の影響及び再処理施設の特徴を考慮し，直撃雷の影響を考慮す

る施設を選定する。 

直撃雷は外気にさらされた建屋及び屋外施設に対して影響を及ぼし，

建屋内に収納される施設は建屋によって直撃雷から防護される。したが

って，落雷防護対象施設を収納する建屋及び屋外の落雷防護対象施設を

直撃雷の影響を考慮する施設として選定する。また，屋外の落雷防護対

象施設には，金属製の構築物である竜巻防護対策を避雷設備として利用

するものがあることから，直撃雷の影響を考慮する施設として落雷防護

対象施設を覆う金属製の構築物を選定する。 

直撃雷の影響を考慮する施設の選定フローを第 2-1 図に示す。 

主排気筒においては，雷撃電流 270kA の落雷を捕捉することを想定し，

主排気筒以外の落雷防護対象施設等においては雷撃電流 150kA を想定す

ることとしている。北換気筒及び低レベル廃棄物処理建屋換気筒は，落

雷防護対象施設等ではないものの，雷撃電流 150kA を超えかつ主排気筒

に捕捉されない直撃雷を捕捉することを想定しているため，主排気筒と

同等の避雷設備を設ける設計とすることを踏まえ，主排気筒以外の高い

構築物として補足説明資料「外雷 01 避雷設備の概要について」におい

て設計方針を説明する。 

2.2 間接雷の影響を考慮する施設の選定

間接雷の影響及び再処理施設の特徴を考慮し，間接雷の影響を考慮す

る施設を選定する。 

再処理施設の建物および構築物は広範囲に分散して設置されており，

かつ，再処理施設の建屋間には配管，ダクト及びケーブルを収納する洞
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道が設置されている。再処理施設の監視及び制御は，洞道内に設置され

るケーブルを介して，制御建屋で集中的に実施する設計としており，ま

た，再処理施設の電気設備は，洞道内に設置されるケーブルを介して，

高圧主系統から複数の建屋に設置される高圧系統及び低圧系統を経て

各々の機器へ給電する設計としている。このため，計測制御系統施設，

放射線監視設備及び電気設備（以下，「計測制御系統施設等」という。）

は複数の建屋等の間を取り合っている。 

一方，間接雷は，建屋及び屋外施設への落雷により，雷撃電流が避雷

設備を介して大地へ拡散及び分流する過程で各建屋に接地電位の差を生

じさせ，複数の建屋間で取り合いかつ接地系統に接続している施設に影

響を及ぼし得る。建屋間を取り合う施設であっても，接地系統に接続し

ていない配管やダクトのような設備は，静的な設備でもあり，建屋間で

生じる接地電位の差の影響を受けることはない。 

以上のような再処理施設の特徴及び間接雷の影響を考慮し，間接雷の

影響を考慮する施設としては，建屋間で取り合う落雷防護対象施設のう

ち計測制御系統施設等を選定する。 

間接雷の影響を考慮する施設の選定フローを第 2-2 図に示す。 

2.3 落雷防護対象施設に波及的影響を及ぼし得る施設の選定 

（１）直撃雷によって落雷防護対象施設に波及的影響を及ぼし得る施設

直撃雷による波及的影響としては，落雷防護対象施設を収納する建屋

及び屋外の落雷防護対象施設を除く安全機能を有する施設が，直撃雷に

よる損傷又はこれらの避雷設備の温度上昇により，落雷防護対象施設を

収納する建屋及び屋外の落雷防護対象施設に機械的影響を及ぼすことを

想定する。しかし，再処理施設のうち外気にさらされているものは鉄筋

コンクリート造の建屋や鋼構造物であり，直撃雷による損傷を受けて倒

壊に至ることは考えられないため，周辺の落雷防護対象施設を収納する

建屋及び屋外の落雷防護対象施設に機械的な波及的影響を及ぼすことは

ない。また，雷撃による避雷設備の温度上昇はわずかであり，避雷設備

の損傷又は倒壊に至るおそれはないことから，周辺の落雷防護対象施設

を収納する建屋及び屋外の落雷防護対象施設に機械的な波及的影響を及

ぼすことはない。したがって，直撃雷によって落雷防護対象施設に波及

的影響を及ぼし得る施設はない。

なお，雷撃による避雷設備の温度上昇がわずかであることについては，

後次回にて説明する。

（２）間接雷によって落雷防護対象施設に波及的影響を及ぼし得る施設

間接雷による波及的影響としては，雷撃電流が避雷設備を通して分流，

拡散していく過程において，間接雷の影響によって落雷防護対象施設以

外の計測制御系統施設等が機能喪失し，建屋間で取り合う落雷防護対象

施設へ機能的影響を及ぼすことを想定する。しかし，建屋間で取り合う
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落雷防護対象施設である計測制御系統施設等は，落雷防護対象施設以外

の計測制御系統施設等及びその他の施設と電気的・物理的な独立性を有

する設計とするため，落雷防護対象施設以外の計測制御系統施設等及び

その他の施設が落雷の影響によって機能喪失したとしても，落雷防護対

象施設に機能的な波及的影響を及ぼすことはない。計測制御系統施設等

を除き，建屋間で取り合う落雷防護対象施設は，構内接地系に接続する

ものはないため，構内接地系を介して間接雷の影響を受けることはない。

したがって，間接雷によって落雷防護対象施設に波及的影響を及ぼし得

る施設はない。

なお，建屋間で取り合う落雷防護対象施設の電気的・物理的独立性を

有する設計の詳細については，後次回にて説明する。

2.4 使用済燃料収納キャスクを収納する建屋の選定

使用済燃料収納キャスクを収納する建屋は，使用済燃料収納キャスク

への波及的破損を与えない設計とするため，直撃雷の影響を考慮する施

設である落雷防護対象施設を収納する建屋と同様に直撃雷に対する防護

設計を行う対象として選定する。

使用済燃料収納キャスクを収納する建屋としては，使用済燃料収納キ

ャスクを一定期間保管する建屋を選定する。
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第 2-1 図 直撃雷の影響を考慮する施設の選定フロー
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第 2-2 図 間接雷の影響を考慮する施設の選定フロー 
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3. 落雷の影響を考慮する施設の選定結果 

3.1 直撃雷の影響を考慮する施設 

（１）落雷防護対象施設を収納する建屋  
第 2-1 図に示した選定フローに従い，落雷防護対象施設を収納する建

屋を選定した結果を以下に示す。 

  使用済燃料受入れ・貯蔵建屋 

  ウラン脱硝建屋 

  ウラン酸化物貯蔵建屋 

  ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋 

  第1ガラス固化体貯蔵建屋 

  チャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋 

  ハル・エンドピース貯蔵建屋 

  分析建屋 

  制御建屋 

  非常用電源建屋 

  主排気筒管理建屋 

 

なお，落雷防護対象施設を収納する建屋のうち，前処理建屋，分離建

屋，精製建屋，ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋及び高レベル廃液ガ

ラス固化建屋については，安全上重要な施設でもあり，当該施設自体が

屋外の落雷防護対象施設になることから，（２）屋外の落雷防護対象施設

として選定する。 

 

（２）屋外の落雷防護対象施設  
第 2-1 図に示した選定フローに従い，屋外の落雷防護対象施設を選定

した結果を以下に示す。 

  主排気筒 

  前処理建屋 

  分離建屋 

  精製建屋 

  ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 

  高レベル廃液ガラス固化建屋 

 

なお，雷撃電流150kAを超え，かつ，主排気筒に捕捉されない直撃雷を

捕捉することを想定している北換気筒及び低レベル廃棄物処理建屋換気

筒は，主排気筒と同等の避雷設備を設ける設計とするため，主排気筒以

外の高い構築物として補足説明資料「外雷01 避雷設備の概要について」

において設計方針を説明する。 

 

（３）落雷防護対象施設を覆う金属製の構築物 

第 2-1 図に示した選定フローに従い，落雷防護対象施設を覆う金属製
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の構築物を選定した結果を以下に示す。

 飛来物防護ネット（使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設用 安

全冷却水系冷却塔A） ※ 1 

 飛来物防護ネット（使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設用 安

全冷却水系冷却塔B） ※ 2 

 飛来物防護ネット（再処理設備本体用 安全冷却水系冷却塔A）※ 3

 飛来物防護ネット（再処理設備本体用 安全冷却水系冷却塔B）※ 4

 飛来物防護ネット（第2非常用ディーゼル発電機用 安全冷却水系

冷却塔A） ※ 5

 飛来物防護ネット（第2非常用ディーゼル発電機用 安全冷却水系

冷却塔B） ※ 6

＜注記＞

※1：安全冷却水系冷却塔Aの竜巻防護対策設備

※2：安全冷却水系冷却塔Bの竜巻防護対策設備

※3：安全冷却水A冷却塔の竜巻防護対策設備

※4：安全冷却水B冷却塔の竜巻防護対策設備

※5：冷却塔Aの竜巻防護対策設備

※6：冷却塔Bの竜巻防護対策設備

3.2 間接雷の影響を考慮する施設 

（１）建屋間で取り合う落雷防護対象施設のうち計測制御系統施設

第2-2図に示した選定フローに従い，建屋間で取り合う落雷防護対象施

設のうち計測制御系統施設を選定した結果を第2-1表に示す。また，それ

ぞれの計測制御系統施設が，取り合う建屋のうち信号の出力側を建屋1，

入力側を建屋2として示す。 

第3-1表 建屋間で取り合う落雷防護対象施設のうち計測制御系統施設 

a. (建屋１)安全冷却水系冷却塔A/B-(建屋２)使用済燃料受入れ・貯蔵建屋

建屋間で取り合う落雷防護対象施設

安全冷却水系膨張槽水位計

安 全 冷 却水 系 膨張 槽 液 位低 に よ る系 統 分離 弁 閉 止回 路 及 び安 全 冷却 水 系 冷却 水循

環ポンプ停止回路  
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b. (建屋１) 前処理建屋-(建屋２) 制御建屋 

建屋間で取り合う落雷防護対象施設

せん断機 せん断刃位置 放 射 性 配 管 分 岐 第 1セ ル

漏えい液受皿 1液位計  
燃 料 せ ん 断 長 位 置 異 常 に

よるせん断停止回路  
せ ん 断 機 燃 料 送 り 出 し

検出器

溶 解 槽 セ ル 漏 え い 検 知 ポ

ット 1液位計  
エ ン ド ピ ー ス せ ん 断 位 置

異 常 に よ る せ ん 断 停 止 回

路

溶解槽セトラ部温度計 溶 解 槽 セ ル 漏 え い 液 受 皿

5液位計  
溶 解 槽 溶 解 液 温 度 低 に よ

るせん断停止回路  
溶解槽密度計 超 音 波 洗 浄 廃 液 受 槽 液 位

計  
溶 解 槽 溶 解 液 密 度 高 に よ

るせん断停止回路  
溶 解 槽 硝 酸 供 給 ゲ デ オ ン

流量計  
漏 え い 液 希 釈 水 供 給 槽 水

位計  
溶 解 槽 供 給 硝 酸 流 量 低 に

よるせん断停止回路  
溶 解 槽 硝 酸 予 熱 ポ ッ ト 流

量計測用スロット流量計  
清 澄 機 セ ル 漏 え い 液 受 皿

液位計  
溶 解 槽 供 給 硝 酸 流 量 低 に

よるせん断停止回路  
溶 解 槽 硝 酸 予 熱 ポ ッ ト 温

度計  
中 継 槽 セ ル 漏 え い 液 受 皿

液位計  
硝 酸 供 給 槽 硝 酸 密 度 低 に

よるせん断停止回路  
硝酸供給槽温度計 放 射 性 配 管 分 岐 第 4セ ル

漏えい液受皿液位計  
可 溶 性 中 性 子 吸 収 材 緊 急

供 給 槽 液 位 低 に よ る せ ん

断停止回路  
可 溶 性 中 性 子 吸 収 材 緊 急

供給槽液位計  

計 量 ・ 調 整 槽 セ ル 漏 え い

液受皿液位計  
エ ン ド ピ ー ス 酸 洗 浄 槽 洗

浄 液 密 度 高 に よ る せ ん 断

停止回路

第 1よ う 素 追 出 し 槽 密 度

計  

計 量 後 中 間 貯 槽 セ ル 漏 え

い液受皿液位計  
エ ン ド ピ ー ス 酸 洗 浄 槽 洗

浄 液 温 度 低 に よ る せ ん 断

停止回路

第 1よ う 素 追 出 し 槽 温 度

計  

ミ ス ト フ ィ ル タ 入 口 ガ ス

圧力計

エ ン ド ピ ー ス 酸 洗 浄 槽 供

給 硝 酸 密 度 低 に よ る せ ん

断停止回路

第 2よ う 素 追 出 し 槽 密 度

計  

廃ガス加熱器出口温度計 エ ン ド ピ ー ス 酸 洗 浄 槽 供

給 硝 酸 流 量 低 に よ る せ ん

断停止回路

第 2よ う 素 追 出 し 槽 温 度

計  

溶解槽圧力計 溶解槽放射線レベル計

エ ン ド ピ ー ス 酸 洗 浄 槽 密

度計

廃ガス洗浄塔入口圧力計 可 溶 性 中 性 子 吸 収 材 緊 急

供 給 回 路 及 び せ ん 断 停 止

回路  
エ ン ド ピ ー ス 酸 洗 浄 槽 温

度計

計 測 制 御 用 空 気 貯 槽 圧 力

計  
第 1回収酸 6N貯槽密度計 水 素 掃 気 用 空 気 貯 槽 圧 力

計  
エ ン ド ピ ー ス シ ュ ー ト ガ

ス 洗 浄 塔 入 口 6N回 収 硝 酸

流量計

せ ん 断 刃 位 置 異 常 に よ る

せん断停止回路  

10



外雷 03-9

c. (建屋１) 分離建屋-(建屋２) 制御建屋 

建屋間で取り合う落雷防護対象施設

放 射 性 配 管 分 岐 第 2セ ル

漏えい液受皿 2液位計  
分 離 建 屋 一 時 貯 留 処 理 槽

第 1セ ル 漏 え い 液 受 皿 液

位計  

外 部 電 源 喪 失 に よ る 建 屋

給 気 閉 止 ダ ン パ の 閉 止 回

路（分離建屋）  
溶 解 液 中 間 貯 槽 セ ル 漏 え

い液受皿 3液位計  
分 離 建 屋 一 時 貯 留 処 理 槽

第 2セ ル 漏 え い 液 受 皿 液

位計  

高 レ ベ ル 廃 液 濃 縮 缶 加 熱

蒸 気 温 度 高 に よ る 加 熱 停

止回路  
溶 解 液 供 給 槽 セ ル 漏 え い

液受皿液位計  
廃ガス洗浄塔入口圧力計 分 離 施 設 の ウ ラ ン 濃 縮 缶

加 熱 蒸 気 温 度 高 に よ る 加

熱停止回路  
抽 出 塔 セ ル 漏 え い 液 受 皿

液位計  
漏 え い 液 希 釈 溶 液 供 給 槽

水位計  
洗 浄 器 中 性 子 計 数 率 高 に

よる工程停止回路  
抽 出 廃 液 受 槽 セ ル 漏 え い

液受皿液位計  
高 レ ベ ル 廃 液 供 給 槽 セ ル

漏えい液受皿液位計  
高 レ ベ ル 廃 液 濃 縮 缶 凝 縮

器 排 気 出 口 温 度 高 に よ る

加熱停止回路  
抽 出 廃 液 供 給 槽 セ ル 漏 え

い液受皿液位計  
ウ ラ ン 濃 縮 缶 加 熱 蒸 気 温

度計

高 レ ベ ル 廃 液 濃 縮 缶 凝 縮

器 排 気 出 口 温 度 高 に よ る

加熱停止回路  
プ ル ト ニ ウ ム 洗 浄 器 5段

目アルファ線線量計  
プ ル ト ニ ウ ム 洗 浄 器 1段

目中性子線量計  
プ ル ト ニ ウ ム 洗 浄 器 5段

目 ア ル フ ァ 線 検 出 器 の 故

障検知 (ディスク回転，ド

ラム回転，しゃ断位置，測

定位置，校正位置 )

高 レ ベ ル 廃 液 濃 縮 缶 凝 縮

器出口廃ガス温度計  

第 1ア ル フ ァ モ ニ タ 流 量

計測ポット流量計  
高 レ ベ ル 廃 液 濃 縮 缶 加 熱

蒸気温度計  
第 3ア ル フ ァ モ ニ タ 流 量

計測ポット流量計  
高 レ ベ ル 廃 液 濃 縮 缶 凝 縮

器出口廃ガス温度計  
プ ル ト ニ ウ ム 洗 浄 器 セ ル

漏えい液受皿 2液位計  
分 配 設 備 の プ ル ト ニ ウ ム

洗 浄 器 ア ル フ ァ 線 検 出 器

の 故 障 警 報 に 係 る 工 程 停

止回路  

11



外雷 03-10

d. (建屋１) 精製建屋-(建屋２) 制御建屋 

建屋間で取り合う落雷防護対象施設

放 射 性 配 管 分 岐 第 1セ ル

漏えい液受皿 1液位計  

プルトニウム濃縮液計量

槽セル漏えい液受皿  液位

計  

蒸発缶 ･精留塔加熱蒸気

温度計  

放 射 性 配 管 分 岐 第 1セ ル

漏えい液受皿 2液位計  

プルトニウム洗浄器 4 段

目  アルファ線線量計  

プルトニウム精製設備の

プルトニウム洗浄器アル

ファ線検出器の故障警報

に係る工程停止回路

油 水 分 離 槽 セ ル 漏 え い 液

受皿  液位計  

アルファモニタ流量計測

ポット  流量計

プルトニウム濃縮缶加熱

蒸気温度高による加熱停

止回路  

プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 缶 供 給

槽 セ ル 漏 え い 液 受 皿  液

位計  

プルトニウム洗浄器 4 段

目アルファ線検出器の故

障検知 (ディスク回転 ,ド

ラム回転 ,しゃ断位置 ,測

定位置 ,校正位置 )

第２酸回収系の蒸発缶加

熱蒸気温度高による加熱

停止回路  

プ ル ト ニ ウ ム 精 製 塔 セ ル

漏えい液受皿  液位計  

廃ガス洗浄塔入口圧力計 逆抽出塔溶液温度高によ

る加熱停止回路  

プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 液 受 槽

セ ル 漏 え い 液 受 皿  液 位

計

NOx 廃ガス洗浄塔入口圧

力計  

外部電源喪失による建屋

給気閉止ダンパの閉止回

路（精製建屋）  

プ ル ト ニ ウ ム 濃 縮 液 一 時

貯 槽 セ ル 漏 え い 液 受 皿

液位計  

プルトニウム濃縮缶加熱

蒸気温度計  

e. (建屋１) ウラン脱硝建屋-(建屋２) 制御建屋

建屋間で取り合う落雷防護対象施設

自動充てん装置 充てん定位置

脱硝塔 (コーン部 ) 温度計

ウラン酸化物貯蔵容器充てん定位置の検知による UO3粉末の充てん起動回路

脱硝塔内部の温度低による硝酸ウラニル濃縮液の供給停止回路

12
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f. (建屋１) ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋-(建屋２) 制御建屋 

建屋間で取り合う落雷防護対象施設  
硝 酸 プ ル ト ニ ウ ム 貯 槽 セ

ル漏えい液受皿液位計  
粉 末 缶 MOX 粉 末 重 量 確 認

に よ る 粉 末 缶 払 出 装 置 の

起動回路  

リ ワ ー ク 粉 砕 粉 末 充 て ん

ノ ズ ル 部 保 管 容 器 充 て ん

定位置  
混 合 槽 セ ル 漏 え い 液 受 皿

液位計  
還元ガス受槽水素濃度計  混 合 粉 末 充 て ん ノ ズ ル 部

粉末缶充てん定位置  
一 時 貯 槽 セ ル 漏 え い 液 受

皿液位計  
焙焼炉入口温度計  粉 末 充 て ん 第 1秤 量 器 重

量計  
混 合 廃 ガ ス 凝 縮 器 入 口 圧

力計  
還元炉入口温度計  粉 末 充 て ん 第 2秤 量 器 重

量計  
脱 硝 装 置 の 温 度 計 及 び 照

度 計 に よ る シ ャ ッ タ の 起

動回路  

脱硝装置脱硝物温度計  焙 焼 炉 ヒ ー タ 部 温 度 高 に

よる加熱停止回路  

空 気 輸 送 終 了 検 知 及 び 脱

硝 皿 の 重 量 確 認 に よ る 脱

硝皿取扱装置の起動回路  

粉体移送機秤量器重量計  還 元 炉 ヒ ー タ 部 温 度 高 に

よる加熱停止回路  

粉 砕 粉 末 充 て ん ノ ズ ル 部

保 管 容 器 充 て ん 定 位 置 の

検 知 に よ る MOX 粉 末 の 充

てん起動回路  

脱硝装置内部照度計  水 素 濃 度 高 に よ る 還 元 ガ

ス供給停止回路  

リ ワ ー ク 粉 砕 粉 末 充 て ん

ノ ズ ル 部 保 管 容 器 充 て ん

定 位 置 の 検 知 に よ る MOX

粉末の充てん起動回路  

粉 体 移 送 機 空 気 輸 送 検 知

計  
 

粉 末 缶 充 て ん 定 位 置 の 検

知 に よ る MOX 粉 末 の 充 て

ん起動回路  

粉 砕 粉 末 充 て ん ノ ズ ル 部

保管容器充てん定位置  
 

 

g. (建屋１) 高レベル廃液ガラス固化建屋-(建屋２) 制御建屋 

建屋間で取り合う落雷防護対象施設  
高 レ ベ ル 濃 縮 廃 液 廃 ガ ス

処 理 系 廃 ガ ス 洗 浄 塔 入 口

圧力計  

不 溶 解 残 渣 廃 液 一 時 貯 槽

セ ル 漏 え い 液 受 皿 1液 位

計  

安 全 冷 水 膨 張 槽 の 水 位 低

による冷水供給停止回路  

不 溶 解 残 渣 廃 液 廃 ガ ス 処

理 系 廃 ガ ス 洗 浄 塔 入 口 圧

力計  

不 溶 解 残 渣 廃 液 貯 槽 第 1

セル漏えい液受皿液位計  
固化セル内の温度制御  

ガ ラ ス 溶 融 炉 炉 内 気 相 圧

力計  
不 溶 解 残 渣 廃 液 貯 槽 第 2

セル漏えい液受皿液位計  
結 合 装 置 圧 力 信 号 に よ る

流下ノズル加熱停止回路  
純水中間貯槽水位計  高 レ ベ ル 廃 液 共 用 貯 槽 セ

ル漏えい液受皿液位計  
流 下 ノ ズ ル 冷 却 用 空 気 槽

の 圧 力 低 に よ る 流 下 ノ ズ

ル加熱停止回路  
安全冷水膨張槽水位計  結合装置内圧力計  固化セル圧力計  
固化セル温度計  固 化 セ ル 漏 え い 液 受 皿 液

位計  
ガ ラ ス 溶 融 炉 ガ ラ ス 固 化

体質量計  
高 レ ベ ル 濃 縮 廃 液 貯 槽 第

1セ ル 漏 え い 液 受 皿 液 位

計  

高 レ ベ ル 廃 液 混 合 槽 第 1

セル漏えい液受皿液位計  
固 化 セ ル 圧 力 高 に よ る 固

化 セ ル 隔 離 ダ ン パ の 閉 止

回路  
高 レ ベ ル 濃 縮 廃 液 貯 槽 第

2セ ル 漏 え い 液 受 皿 液 位

計  

高 レ ベ ル 廃 液 混 合 槽 第 2

セル漏えい液受皿液位計  
固 化 セ ル 移 送 台 車 上 の 質

量 高 に よ る ガ ラ ス 流 下 停

止回路  
高 レ ベ ル 濃 縮 廃 液 一 時 貯

槽 セ ル 漏 え い 液 受 皿 液 位

計  

流 下 ノ ズ ル 冷 却 用 空 気 槽

圧力計  
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（２）建屋間で取り合う落雷防護対象施設のうち放射線監視設備 

第2-2図に示した選定フローに従い，建屋間で取り合う落雷防護対象施

設のうち放射線監視設備を選定した結果を第2-2表に示す。また，放射線

監視設備が，取り合う建屋のうち信号の出力側を建屋1，入力側を建屋2

として示す。 

第3-2表 建屋間で取り合う落雷防護対象施設のうち放射線監視設備

建屋間で取り合う

落雷防護対象施設

建屋間取合い

建屋 1 建屋 2 

主排気筒ガスモニタ 主排気筒管理建屋 制御建屋

14



外雷 03-13

（３）建屋間で取り合う落雷防護対象施設のうち電気設備

第2-2図に示した選定フローに従い，建屋間で取り合う落雷防護対象施

設のうち電気設備を選定した結果を第2-3表に示す。また，それぞれの電

気設備は，電源の供給側から下流側に向かって建屋1→建屋2→建屋3とし

て建屋間取合いを示す（第3-1図参照）。 

 

第3-1図 電気設備の建屋間取合いの概略図 

第 3-3 表 建屋間で取り合う落雷防護対象施設のうち電気設備 

建屋間で取り合う落雷防護対象施設

建屋 1 建屋 2 建屋 3 

所 内 高 圧 系 統 の う ち 高 圧

主 系 統 と し て 非 常 用 電 源

建 屋 に 設 置 す る 6.9kV非 常

用メタクラ  

所 内 高 圧 系 統 の う ち 高 圧

系 統 と し て 制 御 建 屋 に 設

置 す る 6.9kV非 常 用 メ タ ク

ラ  

所 内 高 圧 系 統 の う ち 高 圧

系 統 と し て 前 処 理 建 屋 に

設 置 す る 6.9kV非 常 用 メ タ

クラ

所 内 低 圧 系 統 の う ち 低 圧

系 統 と し て 分 離 建 屋 に 設

置 す る 460V 非 常 用 パ ワ ー

センタ

所 内 低 圧 系 統 の う ち 低 圧

系 統 と し て 精 製 建 屋 に 設

置 す る 460V 非 常 用 パ ワ ー

センタ

所 内 高 圧 系 統 の う ち 高 圧

系統としてウラン・プルト

ニ ウ ム 混 合 脱 硝 建 屋 に 設

置 す る 6.9kV非 常 用 メ タ ク

ラ

所 内 低 圧 系 統 の う ち 低 圧

系統としてウラン・プルト

ニ ウ ム 混 合 酸 化 物 貯 蔵 建

屋 に 設 置 す る 460V 非 常 用

パワーセンタ

所 内 低 圧 系 統 の う ち 低 圧

系 統 と し て 高 レ ベ ル 廃 液

ガ ラ ス 固 化 建 屋 に 設 置 す

る 460V 非 常 用 パ ワ ー セ ン

タ  

－

非常用電源建屋

制御建屋

前処理建屋 分離建屋 精製建屋

ウラン・プルトニ
ウム混合脱硝建屋

高レベル廃液ガラ
ス固化建屋

ウラン・プルトニ
ウム混合酸化物貯

蔵建屋

建屋１

建屋２

建屋３

受変電設備
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3.3 落雷防護対象施設に波及的影響を及ぼし得る施設

2.3 に示す通り，落雷防護対象施設に波及的影響を及ぼし得る施設は

ない。 

3.4 使用済燃料収納キャスクを収納する建屋 

2.4 に示す選定の考え方に従い，使用済燃料収納キャスクを収納する

建屋を選定した結果を以下に示す。

 使用済燃料輸送容器管理建屋（使用済燃料収納使用済燃料輸送容

器保管庫）

以 上
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